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ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト 

�

 

　

今
年
度
、町
は「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス

ト
推
進
委
員
会
」を
設
置
し
、そ
の
検

討
の
基
礎
と
な
る
モ
デ
ル
事
業
の
実

施
な
ど
を
進
め
な
が
ら
、
よ
り
望
ま

し
い
ご
み
の
減
量
化
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

　

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
の
推
進
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ベ
ー
ス
で
取
り
組
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
次
世
代
を
担
う
行

動
力
の
あ
る
人
を
歓
迎
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ　

希
望
区
分
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

職
業
を
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
、

締
切　

四
月
二
四
日
（
金
） 急

募

住
宅
用
太
陽
光
発
電
の
設
置 

補
助
ス
タ
ー
ト

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
す
る
こ
と

で
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
が
で
き

る
よ
う
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象　

今
年
四
月
以
降
、町
内
の
住
宅
に
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、電
力
会
社
と

電
力
受
給
契
約
を
締
結
す
る
町
在
住
者

補
助
金
額　

県
の
補
助
と
合
わ
せ
、一
�
�

注
意　

三
月
以
前
に
設
置
し
た
も
の
は
、

補
助
の
対
象
外
で
す
。

※
平
成
二
一
年
一
月
か
ら
、
国
に
よ
る
補

助
制
度
も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
太
陽
光
発
電
普
及
拡
大
セ
ン

タ
ー
（h

ttp
://w

w
w
.j-p
ec.or.jp

/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

あ
た
り
七
万
円（
上
限
二
四
万
円
）

補
助
件
数　

約
十
件
（
受
付
順
）

申
込
み　

設
置
前
に「
交
付
申
請
書
」

を
提
出

●
説
明
会
を
開
催

　

生
ご
み
処
理
の
補
助
制
度
の
詳
細
に
つ

い
て
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

※
事
前
の
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
会
場
が
葬
儀
等
で
使
用
で
き
な
い
場
合

は
延
期
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
…
四
月
十
日（
金
）十
時

木
古
庭
会
館
…
四
月
十
一
日（
土
）十
時

上
山
口
会
館
…
四
月
十
一
日（
土
）十
三
時

長
柄
会
館
…
四
月
一
五
日（
水
）
十
時

一
色
岡
会
館
…
四
月
十
八
日（
土
）十
時

下
山
口
会
館
…
四
月
十
八
日（
土
）十
三
時

一
色
小
新
館
…
四
月
二
四
日（
金
）十
時

堀
内
会
館
…
四
月
二
五
日（
土
）十
時

葉
桜
会
館
…
四
月
二
五
日（
土
）十
三
時
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生
ご
み
処
理
の
補
助
制
度
が
広
が
り
ま
す

　

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
や
コ
ン
ポ
ス

タ
ー
な
ど
、
ご
家
庭
で
の
生
ご
み
処
理
に

対
す
る
補
助
制
度
が
、
四
月
一
日
か
ら
変

わ
り
ま
す
。

　

非
電
動
式
の
処
理
容
器
に
つ
い
て
は
、

対
象
機
種
が
増
え
、
一
律
千
円
を

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
事

前
に
電
話
連
絡
の
上
、
環
境
課
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
コ
ン
ポ
ス

タ
ー
無
償
貸
与
は
終
了
と
な
り
ま

す
。

　

電
動
式
ま
た
は
手
動
式
の
生
ご

み
処
理
機
に
つ
い
て
は
、
補
助
率

と
上
限
額
が
上
が
り
ま
す
。
三
月

三
一
日
以
前
に
購
入
し
た
分
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
購
入
金
額
の
二

分
の
一
（
上
限
二
万
円
）
を
補
助

し
ま
す
。

機器を有効に使用して生ごみを継続
的に処理し、町の定期的なアンケー
トに答えられる町在住者

対　

象

①非電動式の処理容器（コンポス
ター、バケツ式）

　�地上式コンポスター（大・中）
　�埋込式コンポスター（ミラコン

ポ）
　　※２個で１セット。
　�バケツ式ＥＭ処理容器（コック

付・コック無）
　　※２個で１セット。
②電動式か手動式の生ごみ処理機
※ごみを粉砕して下水に流すディス
ポーザー式は対象外。

対　
　

象　
　

機　
　

器

①非電動式の処理容器（１世帯２
セットまで）

　町指定の機種を１セット一律
１，０００円で窓口販売
②電動式または手動式の生ごみ処理
機（１世帯１基まで）
購入後、購入金額の３分の２（上限
３万円）を補助

補　

助　

内　

容

定　員対　　　象活動内容区　分

２～３人

平日昼間の作業・会合
（週に数時間程度）に定
期的に参加できる町在
住者

広報はやまの記事作成な
ど、町民の視点に立った広
報を中心に、ゼロ・ウェイ
ストの推進事業をサポート

推進スタッフ
（ボランティア）

各数名程度
（重複可）

平日昼間の準備会議等
（数回）とモデル事業に
参加できる町在住者

生ごみ処理機のモニター実
験を行う「生ごみ資源化モ
デル事業（夏に予定）」の実
施に企画段階から参加

生ごみ班作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

指定袋の試験運用をする
「指定袋モデル事業（夏に
予定）」の実施に、企画段階
から参加

指定袋班


